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31
年
度

補
正
予
算

町
内
の
事
業
者
が
対
象
。

④
取
扱
い
店
は
こ
れ
か
ら

公
募
を
行
う
と
と
も
に
、

応
募
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

⑤
８
月
頃
に
開
始
す
る
予

定
。
審
査
後
、
９
月
頃
か

ら
対
象
者
に
購
入
引
換
券

の
発
送
。
販
売
は
、
10
月

か
ら
２
月
末
、
利
用
可
能

期
間
は
、
10
月
か
ら
３
月

末
の
予
定
。

問　
ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取

得
と
対
象
者
は
。
資
格
を

取
得
す
る
際
に
か
か
る
期

間
、
更
新
に
か
か
る
費
用

は
。

答　
国
家
資
格
等
は
必
要

な
い
が
、
技
能
承
認
等
実

施
団
体
に
講
習
を
委
託

し
、
10
時
間
以
上
訓
練
飛

行
講
習
、
技
能
審
査
を
経

て
、
技
能
証
明
の
証
書
を

●
一
般
会
計

質
　
疑

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
に
つ
い
て
。
①
低
所
得

者
と
子
育
て
世
帯
の
対
象

人
口
は
。
②
対
象
と
な
る

基
準
日
は
。
③
ど
こ
で
も

利
用
出
来
る
の
か
。
④
事

業
者
は
町
内
全
て
か
。
⑤

販
売
受
付
開
始
日
、
受
付

終
了
日
、
利
用
可
能
期
間

は
。

答　
①
非
課
税
者
で
約
２

４
０
０
人
、
子
育
て
世
帯

で
約
３
０
０
人
を
想
定
。

②
非
課
税
者
は
、
本
年
１

月
１
日
現
在
、
子
育
て
世

帯
は
、
９
月
30
日
時
点
が

対
象
。
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
３
歳
未

満
の
子
ど
も
が
対
象
。
③

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、
14
日
ま

で
の
12
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問

に
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
定
例
会 

主
に
こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一  般  会  計 7676万8千円 53億6883万7千円

山 田 財 産 区 104万円 1616万2千円

介 護 保 険 32万4千円 12億1150万1千円

６月定例会（1）



●
介
護
保
険
条
例
改
正

質
　
疑

問　
軽
減
対
象
は
。

答　
第
１
段
階
は
、
生
活

保
護
受
給
者
と
世
帯
全
員

が
住
民
税
非
課
税
で
前
年

の
課
税
年
金
収
入
額
と
合

計
所
得
金
額
が
80
万
円
以

下
。
第
２
段
階
は
、
80
万

円
～
１
２
０
万
円
以
下
。

第
３
段
階
は
、
１
２
０
万

円
を
超
え
る
方
が
対
象
。

そ
の
他

●
人
権
擁
護
委
員
の
候

補
者
の
推
薦
の
件

   

次
の
方
を
全
会
一
致
で

適
任
と
認
め
ま
し
た
。

　
佃
井　
恵
一　
氏

刀
根　
道
夫　
氏

●
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
議
会
議
員

阪
口　
寛

受
け
る
。
複
数
課
か
ら
１

名
ず
つ
計
６
名
を
選
出

し
、
資
格
を
取
得
す
る
見

込
み
。
２
ヶ
年
有
効
。
６

名
分
の
合
計
で
講
習
代
18

万
円
、
検
定
試
験
費
用
30

万
円
、
資
格
の
発
行
手
数

料
12
万
円
を
予
算
計
上
し

て
い
る
。

問　
森
林
環
境
譲
与
税
と

は
。

答　

森
林
環
境
譲
与
税

は
、
森
林
整
備
及
び
そ
の

促
進
に
関
す
る
費
用
に
使

用
で
き
る
。
31
年
度
の
総

額
か
ら
、
市
町
村
で
10
分

の
８
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
中
か
ら
私
有
林
人
工

林
面
積
割
、
林
業
就
業
者

数
割
、
人
口
割
で
計
算
さ

れ
、
本
町
に
対
し
て
70
万

円
の
歳
入
見
込
み
。

問　
幼
児
教
育
を
無
償
化

と
言
う
が
、
負
担
が
増
加

す
る
人
は
い
な
い
の
か
。

答　
幼
稚
園
、
保
育
園
等

の
利
用
料
は
３
歳
～
５
歳

は
無
償
、
０
歳
～
２
歳
は

住
民
税
の
非
課
税
世
帯
が

無
償
。
保
護
者
か
ら
実
費

で
徴
収
の
通
園
送
迎
費
、

食
材
料
費
、
行
事
費
等
は

無
償
化
の
対
象
外
。
基
本

的
に
は
実
費
負
担
が
増
え

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
副

食
費
は
、
保
育
料
の
中
に

含
ま
れ
て
い
た
も
の
が
、

外
だ
し
に
な
る
。

問　
介
護
保
険
の
低
所
得

者
へ
の
軽
減
対
象
と
な
る

人
数
は
。

答　
第
１
号
被
保
険
者
の

約
３
割
、
１
０
７
７
人
が

対
象
見
込
み
。

●
山
田
財
産
区

質
　
疑

問　
文
化
池
の
災
害
復
旧

に
か
か
っ
た
全
体
の
事
業

費
、
支
出
の
割
合
は
。

答　
事
業
費
、
１
８
６
６

万
５
６
４
０
円
。
国
庫
補

助
金
92
・
２
％
、
１
７
２

０
万
９
７
２
０
円
、
町
と

財
産
区
の
負
担
金
が
７
・

８
％
、
町
が
41
万
５
９
７

８
円
、
財
産
区
負
担
金
が

１
０
３
万
９
９
４
２
円
。

条　

例

● 

森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例
制
定

質
　
疑

問　
令
和
６
年
度
か
ら
の

課
税
対
象
者
は
。

答　
年
１
回
千
円
。
国
民

個
人
が
対
象
。
非
課
税
で

あ
る
生
活
保
護
受
給
者
、

障
が
い
の
あ
る
方
、
未
成

年
の
方
や
、
企
業
は
課
税

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

●
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
改
正

質
　
疑

問　
ど
の
規
模
の
災
害
に

対
し
て
適
用
さ
れ
る
の

か
。

答　
大
阪
北
部
地
震
や
熊

本
地
震
で
適
用
さ
れ
て
い

る
。
本
町
で
は
、
住
家
の

全
壊
が
40
世
帯
以
上
の
災

害
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。

件　　　　　名

審
議
結
果

羽
山　

茂
男

森
田　

忠
彦

辻
本　
　

馨

村
井　

浩
二

阪
口　
　

寛

西
田
い
く
子

山
田　
　

強

寺
町　

幸
雄

田
中　

祐
二

建
石　

良
明

中
村　

直
幸

税条例中改正の専決処分の件 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

町立中学校大規模改修工事請負契約締結の件 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

森林環境譲与税基金条例制定の件 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

災害弔慰金の支給等に関する条例中改正の件 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

介護保険条例中改正の件 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

31年度一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

31年度山田財産区特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

31年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

人権擁護委員の候補者の推薦について意見を求める件 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

各議員の審議結果　○賛成　●反対　― 議長

第
２
回
定
例
会　

審
議
結
果
一
覧
表

６月定例会（2）



問　
「
百
舌
鳥
・
古
市
古

墳
群
」
世
界
遺
産
登
録
が

決
定
的
と
な
っ
た
。
我
が

国
の
世
界
遺
産
登
録
状
況

は
。
本
町
に
も
立
派
な
天

皇
陵
を
中
心
に
多
く
の
古

墳
が
点
在
す
る
。
本
町
も

世
界
遺
産
を
め
ざ
す
輪
に

参
加
で
き
な
かっ
た
の
か
。

答　

日
本
で
は
法
隆
寺
、

姫
路
城
な
ど
の
文
化
遺
産

が
18
ヶ
所
、
屋
久
島
、
白

神
山
地
な
ど
の
自
然
遺
産

が
４
ケ
所
、
合
計
22
ケ
所

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳

群
」
の
歴
史
的
価
値
は
、

全
国
に
20
万
基
以
上
あ
る

古
墳
の
ほ
と
ん
ど
が
３
世

紀
後
半
か
ら
７
世
紀
に
造

ら
れ
、
中
で
も
「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
」
は
、
世
界

最
大
級
の
墳
墓
と
し
て
有

名
な
仁
徳
天
皇
陵
と
応
神

天
皇
陵
を
含
み
、
前
方
後

円
墳
や
円
墳
・
方
墳
な
ど

大
き
さ
や
種
類
の
違
う
古

墳
が
集
ま
った
日
本
の
古
墳

の
代
表
例
で
あ
る
こ
と
に

あ
る
。
さ
ら
に
５
世
紀
前

後
の
倭
の
国
王
を
中
心
と

し
た
支
配
者
層
の
墳
墓
と

考
え
ら
れ
、
世
界
的
に
も

中
国
南
朝
に
使
者
を
送
った

「
倭
の
五
王
」
の
墳
墓
が
含

ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

日
本
列
島
の
国
家
形
成
過

程
を
示
す
モ
ニュメ
ン
ト
で

も
あ
る
。
古
墳
文
化
と
い

う
世
界
的
に
他
に
例
を
見

な
い
文
化
が
、
か
つ
て
存
在

し
た
こ
と
を
物
語
る
遺
産

と
し
て
普
遍
的
な
価
値
を

も
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
古
墳
は
、
最
も
古

い
敏
達
天
皇
陵
で
あ
って
も

６
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀

前
半
の
も
の
で
あ
り
、
築

造
さ
れ
た
時
代
や
様
相
が

異
な
る
。

問　

本
町
で
は
、
第
５
次

総
合
計
画
の
中
で
町
の
魅

力
を
活
か
し
た
交
流
の
推

進
と
し
て
「
聖
徳
太
子
御

廟
を
は
じ
め
と
す
る
数
々

の
古
墳
群
や
、
府
内
で
初

め
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
竹
内
街
道
な
ど
の
歴

史
的
遺
産
、
二
上
山
な
ど

の
自
然
環
境
を
活
用
し
、

そ
の
魅
力
発
信
に
努
め

る
」
と
さ
れ
て
お
り
「
百

舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
世

界
遺
産
登
録
は
本
町
に

と
っ
て
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
な
の
で
は
。

答　
観
光
を
主
目
的
と
し

た
町
の
活
性
化
に
向
け
、

竹
内
街
道
の
日
本
遺
産
事

業
を
展
開
中
。
大
阪
府
内

初
の
世
界
遺
産
登
録
を
契

機
と
し
て
、
古
墳
群
を
紹

介
し
て
い
る
「
近
つ
飛
鳥

博
物
館
」
へ
の
来
訪
者
も

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
こ

の
好
機
を
「
聖
徳
太
子
の

ま
ち
」「
日
本
遺
産
の
ま

ち
」
と
し
て
世
界
に
向
け

て
発
信
し
て
い
く
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
る
。

要
望　
本
町
や
河
南
町
の

古
墳
群
、
そ
の
中
心
に
位

置
す
る
安
藤
忠
雄
氏
設
計

の
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
。

南
河
内
は
歴
史
遺
産
の
宝

庫
と
言
え
る
。「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
」
世
界
遺
産

登
録
を
機
に
河
南
町
と
共

に
連
携
し
、
ど
ん
欲
に
歴

史
遺
産
を
活
用
し
た
町
お

こ
し
を
要
望
す
る
。

山
田　
強 

議
員

「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」

世
界
遺
産
登
録
に
よ
る
影
響
は

６月定例会の一般質問

「百舌鳥・古市古墳群」世界遺産登録における本町への影響について…………………… P３

本町の人口減少、少子化対策について……………………………………………………… P４

太子町東交差点北西部の土地活用は………………………………………………………… P４

地域公共交通の再編で、更なる充実を……………………………………………………… P４

障がい者への防災対策「避難支援行動マニュアル」の作成を……………………………… P４

農業を活かしたまちづくりを………………………………………………………………… P５

広域連携の方向性について…………………………………………………………………… P５

この記事については、質問者においてまとめたものです。
５人の議員が登壇

一般質問質問者においてまとめたものです （3）



問　

①
町
の
人
口
の
減
少

状
況
は
。
②
町
長
の
公
約

「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま

ち
、
太
子
町
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
き

た
施
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
。
③
人
口
減

少
、
少
子
化
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

①
５
月
１
日
現
在
の

住
民
基
本
台
帳
人
口
で
、

1
万
３
千
３
７
４
人
、
高

齢
化
率
28
・
３
％
、
15
歳

未
満
12
・
２
％
。
②
子
育

て
支
援
を
行
う
た
め
の「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
。
特
定
不

妊
治
療
費
用
への一部
助
成

や
多
胎
妊
婦
へ
の
健
診
助

成
、
出
産
祝
い
品
や
小
中

学
校
入
学
時
の
祝
い
品
、

多
子
世
帯
に
対
す
る
幼
稚

園
・
保
育
園
の
保
育
料
助

成
。
完
全
給
食
の
実
施
や

町
立
学
校
園
全
て
の
教
室

の
空
調
整
備
を
行
う
な

ど
、
教
育
環
境
の
充
実
。

３
世
代
同
居
・
近
居
支
援

並
び
に
新
婚
新
生
活
支
援

と
し
て
の
助
成
な
ど
実
施
。

③
人
口
減
少
傾
向
は
避
け

ら
れ
な
い
が
、
第
5
次
総

合
計
画
を
基
本
の
柱
に
、

子
育
て
支
援
策
、
教
育
環

境
な
ど
の
充
実
を
図
る
こ

と
で
「
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
ま
ち
、
太
子
町
」
の

実
現
を
め
ざ
し
た
い
。

要
望　
ほ
と
ん
ど
住
民
が

こ
れ
ら
の
施
策
を
知
ら
な
い

と
思
う
。
町
長
の
実
績
は

大
い
に
評
価
し
て
い
る
の
で
、

も
う一歩
近
隣
の
市
町
村
よ

り
飛
び
抜
け
た
施
策
を
取

り
入
れ
、
太
子
町
の
す
ば

ら
し
さ
、
町
長
自
身
を
も

ア
ピ
ー
ル
し
、「
誰
も
が
住

み
た
く
な
る
ま
ち
、
太
子

町
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

一人
で
も
多
く
人
口
を
増
や

す
こ
と
を
要
望
す
る
。

Ｑ
太
子
町
東
交
差
点

北
西
部
の
土
地
活
用

は問　
令
和
元
年
の
予
算
で

も
前
年
と
同
じ
草
刈
業
務

委
託
料
１
８
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
何

の
進
展
も
な
い
。
昨
年
度

に
草
刈
し
、
平
坦
な
部
分

の
地
形
を
確
認
で
き
る
様

に
な
っ
た
が
、
の
り
面
の
草

や
竹
藪
、
高
木
な
ど
が
残
っ

て
い
る
。
今
年
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

　

和
み
の
広
場
で
の
イ
ベン

ト
時
に
は
、
駐
車
場
と
し

て
青
少
年
グ
ラ
ン
ド
を
使
っ

て
い
る
が
、
グ
ラ
ン
ド
への
ア

プ
ロ
ー
チ
は
急
勾
配
の
坂
道

で
非
常
に
危
険
。
土
地
活

用
が
決
ま
る
ま
で
、
イ
ベン

ト
時
な
ど
の
仮
の
駐
車
場

と
し
て
も
活
用
で
き
な
い

か
。
広
大
な
土
地
の
活
用

は
。

答　
『
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』
で
、
住
宅
系
誘

導
地
域
と
し
て
お
り
、
幹

線
道
路
に
適
し
た
土
地
利

用
な
ど
良
好
な
新
市
街
地

や
既
存
集
落
地
と
調
和
し

た
良
好
な
住
宅
の
誘
導
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

要
望　
住
民
の
意
見
を
聞

き
、
議
会
で
議
論
し
、
早

急
に
活
用
計
画
を
た
て
る

べ
き
。
転
入
促
進
策
と
し

て
の
検
討
を
要
望
す
る
。

森
田　
忠
彦 

議
員

本
町
の
人
口
減
少
、

　
　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

西
田
い
く
子 

議
員

地
域
公
共
交
通
の
再
編
で
、

更
な
る
充
実
を

問　

①
再
編
に
よ
っ
て
今

ま
で
利
用
し
て
い
た
人
が
、

利
用
で
き
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
の
か
。
②

庁
内
の
様
々
な
施
策
と
地

域
公
共
交
通
は
関
連
し
て

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
①
公
共
交
通
利
用
可

能
者
は
、
既
存
の
路
線
バ

ス
と
金
剛
バ
ス
が
本
格
運

行
を
計
画
さ
れ
て
い
る
基

幹
交
通
と
支
線
交
通
を
利

用
し
て
頂
く
。
公
共
交
通

利
用
困
難
者
は
、
新
た
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
と
連
携
し
た
外
出
支
援

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
そ

の
人
に
合
っ
た
福
祉
施
策

の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
案
内

す
る
。
福
祉
・
介
護
タ
ク

シ
ー
助
成
も
検
討
す
る
。

　

現
在
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

利
用
者
は
、
公
共
交
通
の

利
用
が
可
能
な
方
は
、
金

剛
バ
ス
を
利
用
し
、
役
場

か
ら
支
線
交
通
を
乗
り
継

ぎ
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
行
っ
て
頂
く
。
利
用
が

困
難
な
方
は
、
町
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
、
サ
ロ
ン
送
迎

を
利
用
し
て
頂
く
計
画
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者

は
、
引
き
続
き
、
無
料
で

移
動
手
段
の
確
保
を
図
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
路
線

バ
ス
、
支
線
交
通
利
用
者

に
対
す
る
福
祉
セ
ン
タ
ー

利
用
者
へ
の
支
援
制
度
な

ど
も
含
め
減
免
や
無
料
を

考
え
て
い
る
。
持
続
可
能

な
地
域
公
共
交
通
の
構
築

に
向
け
、議
会
と
も
十
分
、

議
論
を
重
ね
た
い
。

②
福
祉
、
教
育
、
観
光
な

ど
に
お
け
る
各
種
計
画
等

と
の
連
携
を
図
る
も
の
と

位
置
づ
け
て
い
る
。

要
望　
交
通
、
移
動
の
権

利
の
保
障
や
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
が
公
共
交
通
に

求
め
ら
れ
る
。
交
通
移
動

の
権
利
は
日
本
国
憲
法
が

保
障
し
た
居
住
、
移
転
の

自
由
、
生
存
権
、
幸
福
追

求
権
等
と
関
連
す
る
権

利
。高
槻
市
は
市
バ
ス
で
、

高
齢
者
無
料
乗
車
券
を
発

行
。
高
齢
者
が
出
か
け
や

す
い
条
件
が
あ
り
、
介
護

認
定
率
が
低
く
、
府
平
均

よ
り
費
用
も
少
な
く
済
ん

で
い
る
と
の
こ
と
。

　

広
報
で
知
ら
せ
る
こ
と

や
、
今
後
住
民
の
声
を
聞

き
、説
明
す
る
場
を
設
け
、

福
祉
の
視
点
を
持
っ
た
太

子
町
に
合
っ
た
住
民
に
交

通
権
を
保
障
す
る
公
共
交

通
の
充
実
を
要
望
す
る
。

Ｑ
障
が
い
者
へ
の
防
災

対
策
「
避
難
支
援
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作

成
を

問　

避
難
支
援
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
計

画
は
。

答　
災
害
時
要
支
援
者
避

難
支
援
計
画
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
し
て
、
要
支
援
者
に

関
す
る
情
報
を
把
握
し
、

風
水
害
や
地
震
等
の
災
害

時
に
は
遅
滞
な
く
情
報
を

伝
達
、
避
難
誘
導
等
を
行

え
る
よ
う
活
用
し
て
い
る
。

避
難
支
援
計
画
は
、
策
定

し
て
い
な
い
が
、
特
に
障

が
い
者
の
計
画
は
、
今
後

先
例
市
町
村
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
研
究
し
て
参
り

た
い
。

一般質問 質問者においてまとめたものです（4）



問　

長
年
の
我
が
国
の
農

政
に
よ
り
、
全
国
的
に
農

業
者
の
減
少
・
高
齢
化
が

進
み
、
耕
作
放
棄
地
が
増

加
し
続
け
て
い
る
が
、
太

子
町
も
同
様
で
あ
る
。

　
「
第
５
次
総
合
計
画
」

の
基
本
構
想
で
は
「
本
町

の
重
要
な
産
業
」「
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
」
と
の

位
置
づ
け
だ
が
、
農
業
の

振
興
と
問
題
点
の
解
決
の

た
め
、
農
家
の
要
望
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

　

農
業
者
の
減
少
・
高
齢

化
は
、
た
め
池
・
水
路
の

管
理
な
ど
を
困
難
に
し
、

鳥
獣
被
害
は
依
然
と
し
て

深
刻
で
あ
る
。
太
子
町
の

農
業
の
現
状
と
位
置
づ
け
、

里
山
の
自
然
と
農
業
の
役

割
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答　
農
業
振
興
策
と
し
て
、

「
農
地
の
利
用
促
進
」
で

は
意
欲
あ
る
農
家
への
農
地

の
貸
し
借
り
の
促
進
、「
耕

作
放
棄
地
の
解
消
」
の
た

め
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
年

実
施
し
、
ま
た
、「
農
環

境
の
保
全
と
維
持
」
と
し

て
、棚
田
な
ど「
景
観
形
成
」

「
自
然
環
境
の
保
全
」
に

取
り
組
み
、
た
め
池
・
水

路
の
管
理
な
ど
に
対
し
、

原
材
料
の
支
給
な
ど
、
地

区
への
支
援
を
行
って
い
る
。

「
鳥
獣
被
害
対
策
」
は
、

捕
獲
隊
な
ど
と
の
連
携
、

被
害
防
止
資
材
購
入
補
助

制
度
の
利
用
促
進
を
行
って

い
る
。

問　

新
た
に
農
業
を
始
め

る
た
め
の
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
は
、
部
分
的

に
年
齢
上
限
を
45
歳
か
ら

50
歳
に
引
き
上
げ
る
前
進

は
あ
る
が
、
返
還
要
件
や

支
給
打
ち
切
り
要
件
が
導

入
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
が

難
し
く
なった
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
本
町
の
就
農
支

援
の
取
り
組
み
、
農
の
雇

用
事
業
の
関
連
や
新
規
就

農
支
援
の
国
・
府
の
施
策

の
活
用
、
体
験
型
農
業
に

参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

農
業
の
担
い
手
を
増
や
す

方
策
は
あ
る
の
か
。

　

ぶ
ど
う
塾
卒
業
後
、
新

た
に
ブ
ド
ウ
づ
く
り
を
始
め

る
人
や
援
農
隊
に
参
加
す

人
が
い
る
。
農
業
者
の
減

少
と
高
齢
化
に
よ
り
、
農

家
は
以
前
、
６
～
８
軒
で

の
共
同
作
業
で
、
ハ
ウ
ス
の

ビニ
ー
ル
張
り
を
行
って
い
た

が
、
そ
れ
が
困
難
に
な
り
、

援
農
隊
への
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。
援
農
隊
を
増
や

す
こ
と
は
施
策
の
目
標
。

ぶ
ど
う
塾
の
現
状
、
援
農

隊
への
補
助
や
助
成
は
な
い

の
か
。

答　
農
業
次
世
代
人
材
投

資
事
業
の
実
績
は
な
い
が
、

国
・
府
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
啓
発
に
努
め
る
。

ぶ
ど
う
塾
は
平
成
12
年
に

ス
タ
ー
ト
、
平
成
25
年
に
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
。
援
農
活

動
や
遊
休
農
地
対
策
、
農

道
の
維
持
補
修
や
た
め
池

周
辺
の
草
刈
り
等
の
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。
正
会

員
11
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

員
55
人
と
な
っ
た
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
、
農

業
を
支
え
る
人
材
の
充
分

な
確
保
に
い
た
っ
て
い
な
い

が
、
町
の
政
策
課
題
と
し

て
今
後
と
も
取
り
組
み
た

い
。 阪

口　
寛 

議
員

農
業
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を

Ｑ
府
の
『
基
礎
自
治

機
能
の
維
持
・
充
実

に
関
す
る
研
究
会
』

の
動
き
、
課
題
・
将

来
見
通
し
、『
広
域
連

携
及
び
合
併
に
関
す

る
研
究
会
報
告
』
に

つ
い
て

問　
大
阪
府
内
の
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

き
な
渦
の
中
に
あ
り
、
財

政
力
の
乏
し
い
本
町
も
そ

の
大
き
な
渦
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
先
の

不
透
明
と
不
安
を
感
じ
て

い
る
住
民
も
少
な
く
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

大
阪
府
に
設
置
さ
れ
た

『
広
域
連
携
及
び
合
併
に

関
す
る
研
究
会
』
の
内
容

と
、
報
告
書
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
今
後
、
市
町
村
が
直

面
す
る
、
人
口
減
少
・
超

高
齢
化
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
、
社
会
資
本
の
老

朽
化
等
に
よ
り
、
市
町
村

行
政
に
影
響
を
及
ぼ
す

様
々
な
課
題
の
発
生
が
見

込
ま
れ
る
中
、「
的
確
な

将
来
予
測
を
踏
ま
え
、
将

来
の
あ
り
方
に
つい
て
幅
広

く
議
論
・
検
討
を
行
って
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
将
来

ど
う
進
む
べ
き
か
を
決
め

る
の
は
市
町
村
そ
し
て
住

民
で
あ
り
、
そ
の
判
断
の

前
提
と
し
て
、
行
政
と
し

て
の
「
予
測
」「
考
え
ら

れ
る
対
応
策
の
整
理
」
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
安

定
し
た
行
財
政
基
盤
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
他

市
町
村
と
連
携
す
る
な

ど
、
地
域
全
体
で
協
力
し

て
行
政
課
題
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

将
来
に
わ
た
り
、住
民
サ
ー

ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
し

続
け
る
た
め
に
、
合
併
は

有
効
な
選
択
肢
と
な
り
う

る
一
方
、
合
併
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
こ
と
を
指
摘
、
全

国
や
大
阪
に
お
け
る
合
併

の
経
過
や
課
題
な
ど
を
整

理
・
考
察
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
上
ノ
太
子
駅
周
辺

道
路
で
の
街
路
樹
の

植
栽
、
維
持
管
理
、

防
犯
灯
の
設
置
、
維

持
管
理
に
つ
い
て

問　

多
く
の
本
町
住
民

が
、
通
勤
・
通
学
に
利
用

さ
れ
て
い
る
上
ノ
太
子
駅

周
辺
の
街
路
樹
の
植
栽
、

防
犯
灯
の
設
置
や
維
持
管

理
を
羽
曳
野
市
と
協
定
を

締
結
し
た
上
で
整
備
し
て

い
く
考
え
は
。

答　

上
ノ
太
子
駅
周
辺

は
、
羽
曳
野
市
領
域
で
あ

る
こ
と
と
、
太
子
中
央
線

の
羽
曳
野
市
領
域
は
、
当

初
、
羽
曳
野
市
に
お
い
て

築
造
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

市
の
公
有
財
産
で
も
あ
る
。

　

本
町
の
住
民
の
み
な
さ

ん
が
通
勤
・
通
学
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

防
犯
上
の
安
心
・
安
全
の

確
保
、
観
光
に
訪
れ
ら
れ

る
来
訪
者
の
第一印
象
と
な

る
景
観
へ
の
配
慮
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
羽
曳
野
市

と
街
路
樹
・
防
犯
灯
維
持

管
理
に
つい
て
、
協
議
し
て

ま
い
り
た
い
。

村
井　
浩
二 

議
員

広
域
連
携
の

　
　
　
　
方
向
性
に
つ
い
て

一般質問質問者においてまとめたものです （5）



　
議
会
改
革
協
議
会

　

６
月
14
日
、
６
月
議
会

閉
会
後
、『
議
会
改
革
協
議

会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

座
長
（
森
田
副
議
長
）

か
ら
、
国
に
お
い
て
受
動

喫
煙
対
策
義
務
を
定
め
た

改
正
健
康
増
進
法
が
成
立

し
た
こ
と
、
ま
た
、
大
阪

府
受
動
喫
煙
防
止
条
例
制

定
の
趣
旨
に
基
づ
き
「
令

和
元
年
７
月
１
日
よ
り
役

場
庁
舎
敷
地
内
、
全
面
禁

煙
」
に
な
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。「
受
動
喫
煙

防
止
対
策
に
つ
い
て
」
議

会
も
同
様
の
対
応
を
求
め

ら
れ
、
全
会
一
致
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
記
に
も
書
い

て
い
ま
す
が
、
全
国
町
村

議
長
・
副
議
長
研
修
会
で
、

議
員
報
酬
に
つ
い
て
問
題

提
起
さ
れ
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
『
議
会
改
革
協
議
会
』
で

は
、
議
会
の
改
革
、
活
性

化
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
議
論
す
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

議
員
の
中
か
ら
『
議
会

だ
よ
り
』に
つ
い
て「
別
々

の
冊
子
で
発
行
し
て
は
ど

う
か
」
と
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成
19
年
度
３

月
議
会
の
「
議
会
だ
よ
り
」

ま
で
は
、
独
立
し
て
い
ま

し
た
が
行
財
政
改
革
も
あ

り
「
印
刷
・
製
本
に
か
か

る
財
政
的
な
負
担
軽
減
」

と
、
当
時
は
町
会
・
自
治

会
で
広
報
紙
を
配
布
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
「
住
民

の
皆
様
の
負
担
軽
減
」
を

考
え
、
６
月
議
会
（
１
１

９
号
）
か
ら
、
町
広
報
紙

と
合
併
で
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
今
一
度
「
行
政

の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る

議
会
」
の
在
り
方
を
考
え

た
う
え
で
、「
議
会
だ
よ
り
」

の
在
り
方
も
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
ラ
ン
ナ
ー

４
月
15
日
に

太
子
町
を
走
る

　
「
日
本
遺
産（
竹
内
街
道・

横
大
路
）」「
叡
福
寺
・
西

方
院・聖
徳
太
子
御
廟
」「
聖

徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年
」

な
ど
太
子
町
を
国
内
外
に

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と

と
ら
え
、
聖
火
リ
レ
ー
の

実
施
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、

府
内
の
町
で
唯
一
、
太
子

町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
3

月
26
日
の
福
島
県
に
始
ま

り
、
7
月
24
日
の
東
京
都

ま
で
47
都
道
府
県
を
駆
け

抜
け
ま
す
。
太
子
町
は
、

４
月
15
日
で
、
７
月
１
日

か
ら
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の

募
集
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象

で
す
。詳
細
は「
広
報
太
子
」

18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

議
長
・
副
議
長

研
修
会

　

５
月
28
日
、
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
、『
町
村

議
会
が
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
再
確
認
し
、
議
会

が
一
層
活
性
化
し
、
こ
れ

か
ら
の
町
村
議
会
を
考
え

る
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
た
令
和
元
年
度
町

村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
『
町
村
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
等
の
あ
り
方
最
終
報

告
』
で
は
、
山
梨
学
院
大

学
法
学
部
教
授
、
江
藤
俊

昭
氏
、
明
治
大
学
経
済
学

部
地
域
行
政
学
科
長
・
教

授
、
牛
山
久
仁
彦
氏
、
首

都
大
学
東
京
都
市
環
境
学

部
都
市
政
策
科
学
科
准
教

授
、
長
野
基
氏
か
ら
、
議

員
報
酬
・
定
数
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
議
員
の
報
酬

と
定
数
を
め
ぐ
る
状
況
、

町
村
議
会
に
お
け
る
報
酬

と
定
数
の
課
題
、
議
員
の

な
り
手
不
足
の
問
題
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
小
規
模
議
会
の

在
り
方
を
求
め
て
～
夜
間・

休
日
議
会
の
挑
戦
～
』
で

は
、
長
野
県
喬
木
村
議
会

議
長
、
下
岡
幸
文
氏
自
ら

が
２
年
間
の
議
会
改
革
で

取
り
組
ん
だ
夜
間
・
休
日

議
会
開
催
、
議
員
の
な
り

手
不
足
対
策
、
町
村
議
会

の
在
り
方
の
模
索
と
め
ざ

す
議
会
像
、
誰
で
も
政
治

参
加
で
き
る
兼
業
議
員
の

働
き
方
を
含
め
た
環
境
に

つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

積
極
的
に
議
会
改
革
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

姿
勢
に
は
、
胸
を
打
た
れ
、

本
町
の
議
会
運
営
に
お
い

て
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
も

の
は
な
い
か
、
見
直
す
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

令和元年度町村議会議長・副議長研修会

次の定例会は、
９月に開催されます。
ぜひ、傍聴にお越し
ください。
日程については、ホームページ、
広報無線でお知らせします。

議員の香典・弔電の自粛、挨拶状を廃止しています
　太子町議会では、公職選挙法の趣旨を尊重する立場から、町民
の皆様の弔事に際しまして議員個人の香典等の自粛、挨拶状の廃
止を申し合わせています。皆様方のご理解とご協力をよろしくお
願いします。

報 　 告

議会のうごき
議会のうごき（6）



●
第
22
回
生
涯
学
習
施
設

建
設
調
査
特
別
委
員
会

　

６
月
６
日
、
特
別
委
員

会
で
「（
仮
称
）
太
子
町
生

涯
学
習
施
設
基
本
設
計
に

つ
い
て
」
議
論
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
利
用
者
の
声
は
、

す
で
に
集
め
て
い
ま
し
た

が
、
図
書
館
に
対
す
る
意

見
が
集
約
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、「
図
書
館
に
対

す
る
住
民
の
意
見
・
声
を

聞
く
場
を
」
と
議
会
は
、

提
案
し
て
い
ま
し
た
。
こ

『（
仮
称
）
生
涯
学
習
施
設
』
基
本
設
計
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
で
議
論

　

今
年
度
中
に
実
施
設
計
を
完
了
し
、
生
涯
学
習
施
設
建
設
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

生
涯
学
習
施
設
建
設
調
査
特
別
委
員
会

れ
を
受
け
、
町
立
図
書
室

利
用
者
と
町
立
中
学
校
の

図
書
室
を
利
用
す
る
生
徒

を
対
象
に
「
図
書
室
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
４
月

16
日
～
５
月
24
日
）
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
１
８
４
人
か
ら
い

た
だ
い
た
回
答
・
意
見
が

反
映
さ
れ
た
基
本
設
計
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

決
し
て
大
き
な
建
物
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、ス
ペ
ー

ス
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
住
民
の
方
が
、
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
図

書
館
に
な
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
議
会
に
も
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　アンケートでは、無記名で「年齢」「性別」「住所」「職業」を尋ねたうえで、「１. 現在
の図書室利用について　問１～問４」「２. 新しい図書館（室）について　問５～問９」の
ご意見を聞かせていただきました。特に新しい図書館に望むご意見を抜粋して紹介します。
問６『新たな図書館ではどのようなことを望まれますか」（複数回答可）
①にぎやかで明るく開放的な環境（32）
②静かで、ゆっくり本が読める（128）
③集中して調べもの・勉強ができる（52）
④グループで勉強ができる（19）
⑤親子で気兼ねなく利用できる（41）
⑥読み聞かせができる（9）

⑦集会室や談話室など市民が交流（21）
⑧生涯を通じた学びと
　　　　　その成果の発表ができる（5）
⑨飲食ができる（22）
⑩インターネット・Wi-Fi が使える（52）
⑪その他（12）

問８�『図書館がさらに魅力的で訪れたいと思う施設になるためにはどの項目に力を入れ
ると良いと思いますか」（複数回答可）

①�子ども・高齢者・障害者・外国人などす
べての人が利用しやすい施設（104）

②新しさや清潔さが感じられる施設（92）
③新聞や雑誌の充実（49）
④会議室等の貸し出し利用（8）
⑤イベントスペースの充実（14）
⑥閲覧や自習のスペースの充実（71）
⑦インターネット等の利用環境の充実（42）

⑧電子書籍などの利用（10）
⑨各種イベントの開催（10）
⑩郷土資料・行政資料の充実（12）
⑪ＣＤやＤＶＤ等の視聴環境の充実（37）
⑫市販では入手できない
　　　　　　　　絶版本などの充実（26）
⑬飲食ができるスペースの整備（30）
⑭その他（5）

問９「自由意見」
☆自習室があるといいなぁ、子どものスペースを広く高齢者
がゆったりできるスペース。／☆飲食したり、打ち合わせを
したりできるスペースは残してほしいです。／☆蔵書の増加、
新書を多く。／☆図書館にいざなうような取り組みもあって
いいと思います。／☆本などを探す検索用パソコンの充実。
／☆バスでも行けると良い、今は朝10時にしかあかない！／
☆司書さんが皆さん優しく今までも十分に満足して利用させ
て頂いております！いつも丁寧な対応をありがとうございま
す。新たな図書館を楽しみにしています。

『図書室に関するアンケート調査結果について』（集計結果を一部抜粋）

●延べ床面積約2,300㎡
（地下1階、地上3階）

※イメージ図

議会のうごき（7）



みなさんが、利用しやすい、
行きたくなる図書館に！
ご意見をお寄せください。

一般図書

自習室会議室

作業室 休憩室

男子トイレ

女子
トイレ

多目的
トイレ

倉庫 倉庫

倉庫倉庫 倉庫

倉庫

閉架書庫

図書館

交流スペース

児童青少年図書

お話し
コーナー

ピロティ

事務スペース

エントランス

役場本館２階

【予定蔵書数】
地階

閉架書庫…３万冊
１階

開架書庫…６万冊

建設地

地階

１階

令和４年（2022年）３月末工事竣工、秋ごろオープンに向けて

 アンケートの意見を踏まえて「図書館」に関する基本設計図
 ※２階、３階、屋上の図面は、町広報の❸ページを参照ください。

議会のうごき（8）


